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沖 縄 校 外 教 育．～自然・平和･文化･歴史～

▲ カ ヌ ー 体 験

今年 で ６回 甘を迎える高 校 ２年の沖縄 校外教育が ２月 に実 施され た． 今回の 校外 教肯のE］的 は、生徒 が上体 と なっ ての沖縄 の歴史、文化 、

自然 に触れ、 自主 性や責任 感を肯むこ と、平和 につ いての考 えを深 め、 戦争の記憶 を風化 させるこ とがない よう にするこ とであっ た． 参加

者 は、生 徒が ３４４名、引率教 貝、辻 山副校長先生 を団 長に． 学級担任 をIII心とし た16 名､そ れにＪＴＢ の添 乗貝か ６才I,カメラマ ンが２ 名

総勢 ３６８名であっ た．行程 は２月 ８日 （月）か ら１班が、 ２月 ９日 （火） から ２班 が、それ ぞれ311’14「」の日程で 行わ れた．

‥‥‥‥　　‥‥‥ ‥　 ‥ご　箇　 Ｉ　 Ｂ　 目　　=･ ．・･･．　　　･．･　　　　　　　　　　．･

▲ ホ エ ー ル ウ ォ ッ チ ン グ

1 rl口、７時20 分に羽田空 港第２タ ーミナ ルに集合。 一部時 間に

同 に合わない乍徒 もい たが、当 日の欠席 者もなく ８時４ ０分発 のΛ

ＮＡｊ!67便で一路 那覇 空港 へと向かっ た。機内 では生徒た ちも非 常

にリ ラックスし た様子で、 楽しげに友 人たちと 語らい、こ れから始

まる３がＭ 日の旅行 に、期 待で胸 をふ くら ませ てい る様Ｔが伝 わっ

て きた。 到着して 最初 に訪 れた場所 は、 沖縄 の大自然を堪能す る ホ

エ ールウ ォッチ ングであ る。 毎年12 月か ら､i 月にかけて､ クジラ た

ちか子育ての ため沖縄 ケラマの海 にやっ てくる。 人海原で繰 り広げ

ら れる、尾び れを高 く卜｡げ るティルス ラップ。「潮 吹 き」ブロ ーな

どのクジラた ちのダイ ナミックかつ神秘 的なパ フォーマ ンスは、生

徒 たちにかって ない感動 をり えーて くれた。そ の後、ホテルｎ航 那覇

グランド キャッスル に到着 。夕食 後、 「平 和講 話」 が行 われた。空

襲の激しさ、「 鉄の暴風」 と表現 される艦砲射 撃の凄 まじ さ、 実体

験 をもう て語 られる戦争 の衝撃的 なお 話に。熱 心に耳を傾 けてい た。
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津帰校外教霧
第　２　日　目

２日目、 摩文 仁の.Ｅ、 ひめゆ

りの塔、 ひめゆ り平和祈念資料

館、ガ マなどの見学 を通しての

平和学習 となっ た。 昨夜の 貴重

なお話 と相 まって多 くのこ とを

考えさ せる１日であ った。 ガマ

では、 照明が ない漆黒 の闇の中

で、ガ イドさん の話 に斗を傾け、

▲ 山 城 本 部 壕（ガ マ ）にて　　 当時 の人 々が体験 したであろう

恐 怖を肌で 感じ 、戦争の悲 惨さ だけで なく、命の大切 さも体感で き

た。 ひめ ゆり平 和祈念資料 館では、沖縄県民 のJ1 分の１が犠牲 とな

った沖掲戦 の悲惨 さを展示 資料などを通 して学び、戦 争の不条理 と

残酷さをあ らためて感じ とった。 また、祈 念資料館で は 各班で準備

し た 千羽鶴 を于向け。１分 間の黙祷を捧げ た。 ２Ｈ 月の宿泊施設 は

リ ザンシ ーパ ークホテ ル谷 茶ベイであ る。沖 繩海岸 国定公|画|に位 賀

し た贅択 なロ ケーショ ン、 オー シャンビコー－ を 望め る最IQ の立 地条

件に、生徒 たちも人い に興 奮していた。

瓢　３　 日　 目

３日目、 東村でシーカ ヤッ ク体験お よび プロジXI クトアド ベ ンチ

ャー（ＰＡ）が 行われた。 イン ストラ クターからレ クチ ャーを受け

た後、２人 １紅で舟に乗 り込み沖縄の珊瑚礁 の砂 浜か ら海へと漕 ぎ

だし た｡しかし､ なかなか前 に進 むこ とが出 来ずに初め のうちはため

息 混じりの 歓声が 響いてい たか、徐 々に上 達し腕をあ げた生 徒た ち

は、 水し ぶきをあ げ、 ずぶ濡 れになりなが らも楽しい 時間を巡ごし

てい た。 ＰＡ は冒険教育 ともい われ、心理 学や体験 学習の手法を取

り入れた、参 加者の自主性 や協調性を養 う野外活動であ る。 キャッ

チ、サ ークル ート ウ ーサ ークル、エ ンゼリ ングな どの活動を通して、

仲問との信頼 関係を築い たり、 今 まで知 らなかった 自分を探すこ と

百人一首六会

● 、
､轟､

丿..-1

▲ 見つけた！

第12 回中 学 校 百人 一首 大 会が

２月12 日（金） ６時 間目にメイ ン

アリ ーナ にて開催さ れた。この 日

までに １枚 でも多く 覚えよう と努

力 し た生 徒も多く、「憂か りける～」

「もはや ぶる～」 と 読み卜｡げら れ

た途端、 どのグループか ら も札 を

収る 音が 響 き、大変 盛り上がっ た

楽しい 会となった。優 勝のクラ ス

には賞 状と賞l猛、個人賞 の生徒に

は賞 品が渡された。 結果 は、次 の

ように なっ た。

蜃　 勝

１年1 組. ２年1 組 、３年1 組

準 優 勝

１年３組 、２年２組 、３年３組

第３位

１年２組 、２年３組 、３年２組

(個人 賞》

《最優秀賞)

Ｉ－Ｉ　五1-嵐えり

１－１　橋本　　和

《優秀賞)

１－Ｉ　占牧　　悠

１－２　砂川ゆめの

２－１　山[] 美咲

(優良賞》

Ｈ 新野真莉了　3-1 田II･ 杏奈

1-2 本地　志穂　3-1 蓑島　里沙

2-1 藍　ことね　3 ←1稲場　扇香

2-1 秋元　美空　 ｝-1久保かつき

2-1 岩崎　雄亮　3-1 原　　一真

2-1 植原　　空　3-2 沖田　楓香

2-1 ダ･リング杏那3-3 田中弥真登

2-1 平野そよ風　3--3 横山　瑞季

に取 り組んでいた。 その後、昼食

を とり海洋博 公匯1へ と向かった。

芙 ら海水族館で は、 太陽 の光が 降

りそそ ぐ「サ ンゴ の海､レ 水相。世

岑最人の魚 ジ ンベエ ザメや、世 界

初の 繁殖に成功し たナンヨ ウマ ン

タが観 察で きる人迫 力の巨人水槽

「黒 潮の海」、さ らに謎に包 まれ ▲ 美ら海水族館
た沖縄 の深海を再現し た「深層 の海」水槽 など神 秘に満 ちた 沖繩の

生 き物 たちが繰り広げ る雄大 な世 界に感嘆の声 か上 かってい た。

第　４　 日　 目

４日目、 いよい よ最終日である。 ホテルを後 にし て、 首里城 へ向

かう。首里 城は琉球 の島々を治 め、 中国、 日本、 朝鮮、 東南アジ ア

の国々 と外交、貿易 を展開した琉

球上国 の上府 で、華 麗な王朝文化

に彩 られた空 間であ る。 その朱塗

りの華 麗にして気品あ ふれた建物

群 に生徒 もL]を見張っ ていた。そ

の後、 国際 通りへ移 動し、約２時　卜

間半 の班 別自主研修 となった。 シ

ョッピ ングを楽し んだり、 沖縄料 ▲ 国 際 通 り

理 に舌鼓 を打 った りと、沖縄校外教育 最後の行程 を思い思い に楽し

んでい た。 ４日間 の行程もすべて終r 。 那覇 窄港 を後にし、羽 円窄

港へ と向かっ た､ 多 くの思い出 をつ くるこ とかで きた機中の生徒 の

表情 は、疲れ きっ た中にも満足感にあ ふれる ものであっ た。 また、

宿泊 を通して深めあ った友情は今後 の彼らの大 きな財産とな るであ

ろう。 最後になるが、無 事に校外教育 を終え るこ とが出来た のも、

学年 の先生 方をはじ めとした多く のス タッフ の協力 のお かげであ るｴ

あら ためて感謝を 申し上 げたい。

書き和め敲

今年 の千 葉県小 中高校書 き初 め展 の課題 は、1111r 故郷の空 」・

中２「白銀の世界 」・中 ３「希望 を達成」 ・高校生「春日鳥還飛」

だ。 地区審査の結 果、 高１・斎藤玲 奈さん、 中３・湯揮更季 さんの

2名が 市川地区代 表として選ば れ、1 月２･IH（田 千 葉県総合 スポー

ツセ ンター体育館で 行 われた）ll央席 書会に臨 んだ。その結果、 中 ３

・湯原 真季さ んが特 別賞「書星 会長賞 」に輝 いた。 また、校内 書き

初め展 〔1刀29 口～30n 〕では 書星会 賞と特 選の作 品を展示し、 その

中か ら校長賞 として 、高１・塚 本あ かりさ ん、 中 ２・金田優芽 さん

の作品 か選ば れた。I∃I学 レ年生 は幕 本に忠 実に、上 級生 になるとさ

らに表現の幅が広 がり、 高校生で は文字の多彩 な書体・ 書風 を用い

る など各学年の特徴 が表 れ、 全体的 に元気の ある作品が目 立っ た。

い
春
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▲ 校内書き 初め展 ▲ 地区代表の湯渾さん
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世=l界 。へ ７羽 よぱ･rね Ｐ《 ……:昭
ド
和

ヤ
学

一
院 ，

yj.j 横 葵子（高 ）

高校 ３

▲ 初の種目別 ・銅メダル（右から２番目 ・横田）

年 横山葵子さ んは、フェ アリ ー ジャパン （Ｆａｉry J叩ａｎ）

：新体操団体競技の日本ナショナル選抜団体チームの二員です。昨

年9月にドイツで行われた世界新体操選手権にて、団体総合5位の快

挙を成し遂げ、[]本は五輪山場権を獲得しました。また、団体種日

別のリボンで銅メダルに輝きました。これは実に40年ぶりだそうで

す。その感想を求めると、F 率直にうれしかったです｣ 。

高校時代は世界中を飛び同る３年間で、学校に登校できる[]は貴

重なものでした。昭和学院に来ると、部活でも、クラスでも温かく

の結果全国 ３位 になれ たことが大変 嬉し かったで す。文化 祭では、

初めて高校 ３年生 （５名）全貝で演技発 表するこ とかで きたこと、

そしていつ も応 援して下 さっ ている学校 の方々に見てい ただくこ と

がで きて、大変 嬉しかっ たで す。 また、私 ごとで すが。あ まり学校

に行けない私 のために、 友人たちが 誕生 日の時ロッカ ーにサプ ライ

ズプレゼ ント を川 意し てくれました。そ れを見つけた ときは本当 に

驚き ましたし、 とて も嬉し かったで す。そ んな良い友 人に恵 まれ た

ことと、昭和学 院で出会 えたこ とに 感謝してい ます。 」

横田さん は東京両国 の下町育ち。 お祭 りや了一供 会の活 動か盛 んな

地域で。小学生 のころ はスポーツ人会 によく参加 する 活発な女の子

でした。彼女 に今後の目 標を闘きました。 「これから はリ オデジ ャ

ネイロ オリ ンピ ッ クに 向けてメンバ ー争い も激し くなっ てき ます。

毎日の練習 を大 切に

し て、 まず は絶対 に

５人のメ ンバーに入

ること。そして 、必

ず オリンピ ックで今

回以L のメ ダルを取

ることで す。

さらに 世界 に大 き

仲間が迎えてくれました。昭和学院で印象に残る思い出は、国民体　　 く羽ばたいていく彼

育大会３位と鳥３での文化祭だといいます。「国体では、みんなで　　 女が目に見えるよう

力を合わせ昭和学院・チーム千葉として精一杯踊ることができ、そ　　 だ。

卒 業 生 レ ポ ー

平成２･|年卒業・八田佳奈さん

平 成15年。昭和 学院が共学 として新た なスタートを切っ た年 に新

｜年 生としてlll学 校に入学 した八田佳奈さ ん。 平成21 年３月 に昭和

学院高校を卒業し 、早稲田 人学に進学。大学 卒業後、持 ち前の明る

さとコミュニケ ー ショ ン能力 の高さを生かし、 旅行会社 人手 の ＪＴ

Ｂ首都圏 に就職し 、現在｛ト ラペ ルゲ ー ｝有 楽l』‾店 海外 旅行グル ー

プ」 に勤 務してい ます。

中学・ 高校時代 を昭和学 院で道ごし、そ れが現在 どのように生か

されている のでし ょう。 インタビュ ーをし ました。

一 一仕 事・ 内§ を機具･l:（ ・ さ11 ．

「店舗のカ ウンターで、 海外 へのパフケ ージツフーや 個人旅iTな ど

の商品の 販売 をし てい ます。 」

一 一仕 事§ し･l:111て圖し11こａ・ 鍔･ｌ 亨か。

「この仕 嘔に就い て３年 目で すが、お客 様から担当 のご 指名をい た

だくことかあ り ます。 そ れは、私の 企画や プラン、疑 案か認めら れ

たとい うこ とで 、非常 に嬉 しくなり ます。 また、旅 行に行かれ たお

客様が楽Ｌ かっ た旅行の話 をしに来て くだ さった ときは、お 客様 の

こ ーズに応え られたこ とを実感し、仕事の励 みに なります。」

大麦なこals 側で 曹か。

「 ＪＴＢとい う大 きな会社 の名を背負ってい る というプ レッシャ ー

と責任 を毎［|感じ てい ます。 また、 海外旅 行に関す る知識を 身に付

けるため に勉強をＬ てい ます。海外 旅行研 修 もあ ります。自分 のプ

ライベート の旅 行も 含めてこ れ までフ ランス、ド イツ、 韓国、ハ ワ

イ、 パリ、シ ンガポー ルなどに行 きました が、職業 意識は常に持 っ

てい まし た。」

▲ 総合5位でオリンピック出場権獲得(前列右･横田)

卜

一 一 仕 ● 嗇 す るJx で 大 儒 な こ とIXQ で 曹･か 。

「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 。 相 」1の 立 場 に 立 っ て 物 事 を 考 え る力 。

責 任 感。 こ の ３つ で す 。｜

一 一昭襄孚硫で圖こしｔ ことは｡ 眼表●仕●にと●よ５に影Ｉ し･al 蓼すか。

「 私 は ６年 間 ハ ン ド ボ ー ル 部 に所 属 し 、 部 長 も務 め ま し た 。 競 技 技

術 は もち ろ ん 、 上 下 関 係 の 在 り方 、 仲 問 と 一 緒 に 頑張 る こ との 人 切

さ、 努 力 を 怠 ら ない こ と で 向 卜で き る こ と を 学 び ま し た 。 また 、 授

業 や ホ ー ム ル ー ム で先 生 方 の 温 か い 励 ま し 、 厳 しい 言葉 を い た だい

たこ と、 「明 敏 謙 譲 」 の 校 訓 、 こ れ ら は 、 責 任 感 を 持 っ て 人 と の 繋

が りを 大 切 に し な がら 仕 事を す る こ と に 生 か さ れ て い ます ぃ 共 学 元

年 は男 了-が 非 常 に少 な か っ たの で す か 、 男 女 問 わ ず に力 仕 事 や 細 か

い 作 業 な ど 協力 し､ 皆 で 学 校 行 事 を楽 し ん だ こ と は 良 い 経 験 で し た｡ 」

一 一 価 輩 に メ31 ヨーsj を 右 囃|､･lし ま･l･。

「略 和 学 院 の 先 生 方 は 咎 優 し く、 温 か い 方 ばか り で す。 厳 し い 部 分

は 、 優 し さ か あ る か ら こ そ の こ とで す 。 在 学 中 私 は 優 し さ に 甘 え て

ば か りで し た 。 校 則 と い う ル ール が　　　　　 。。 －

あ っ て も 。 そ の 中 で や りた い こ と を

存 分 にや ら せ て も ら う こ と がｔ き ま　｡　　　 ’゙ ?11`

Ｌ た 。 ど こ の 社 会 に も規 則 や ル ール　　　　　　 、一

が あ り ま すJ そ の 中 で 自 分 を生 か し 、　　 ’11
゛i

後 悔 す る こ と が な い よ う 、 何 事に も　　　

４　

。

で きる 限 り 努　 し て 欲 し い と 、 い ま　i

呻1151

偏

す 。
」　　　　　　　　　　　　

▲
｀
中 ―高時 代と変ｂ らぬ笑顔

で話を聞か せてくれました
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生 徒 会

/

▲元気よく跳ぶ生徒たち

耐 寒 ス ポ ーツ 大 会

一年で最 も寒いこの 時期、 毎年恒 例となっている中 学高校耐寒 ス

ポーツ大会が、 生徒 会・生徒 指導部・体育 科合|珂主 催の もと、高 校

１年生が ２月 ９口（火） そして 中学生が ２月12 日（金） に本校メイ

ンアリ ーナ で開催さ れた。「 寒さに負け ず体を動かす とともに、 ク

ラスや学年 の親睦を深 める。」 をこの大 会のスロ ーガ ンとして、中

学生・高校生 ともに競技種目であ る「 長縄跳 び」では、 どの クラ ス

も熱のこもっ た声 援を送ってい た。競技 結果は次の通りで ある。

【中学 校 】

優　勝　　2 年1組

準優勝　　1 年2組

第3 位　　3 年3組

市川善行賞に高校生３名決まる

今 年度 の 制 ］141善行賞が 決ま りまし た。　・

ｍ 昌 ご 二 次 ぶ　

『

雲さん （２Ｊ）の ３名が11 月28 LI （土）

に教育会館 で市計巾長 を迎え表彰され ま

した。

この賞は､ 昭和26 年職 後の混沌 とし た

時代 に善 に満ちた社会 を作ろ う と会が生

まれ、今 も善行を見つけ、こ れを世に 紹

介し讃 えるとともに ます ます善行の輪が

広がるこ とを願っ ての賞 です。

富田さ んは、 中学２年生 からボラ ンテ

ィア活動 に意欲的 に取 り組み八幡学 園の

訪問や重度障 害者 グル ープのお手伝い を　 ▲ １日女性賢官の富田さん

【高 校1 年 】

優　勝　　1年K組

準優勝　　1 年Ａ組

第3 位　　1 年Ｄ組

し、ドルチ アのチ ャリテ ィーにも参加。 ３年で は副部長 とし て桜和

祭で活躍し、 ボラ ンテ ィアの啓蒙 に務め、 あしなが募 金で も街頭に

立ち一般の人 に呼びかける 等活動をして き ました。

また秋吉 さんと藤渾さ んは、 ２年 生で すが富田さ んと同じように

様々な活動 に意 欲的に取り 組みボランテ ィア活動の啓蒙 に率先 して

頑張っている生徒 です。

また11 月･1 日 に ３名 は

部員と一緒 に未成乍者飲 酒

防止キャンペ ーンに参加。

富田さんは 市川 巾の一 日女

性警官として 街頭に出て ・

股の人たち に呼 びかけ るな

どして感謝状 を頂 きまし た。

ら
▲ 藤滓さ ん・富田さ ん・秋吉さん

平成２７年度　奨学会役員新年懇親会

¬?･ 一 奨学会役員新年懇親会が､ ず
匹 三 ヨ

ljS
幽1

礒 ｽ芯゙二乱
日ご ろの奨学 会会員 の皆様の ご協力

に感謝し、今後 も昭和学 院を盛 り｡ﾋ

げ まＬ よう とい う内容のご挨拶 があ

っ た。続いて山本 理事長のご挨 拶の

あ と、 井上 校長 からは来年 度中高入

試 の途中報 告があ り、生徒 減が続く

中、 本校の教育方 針に賛 同し てい た

い、例年 通り３学期 の保 護者会

実 施後に行 われた。

出席者 は山本理事長 を始 め、

井上中高校長 並ぴに辻田 副校長、

中高両教頭、 各部の先生方、 そ

して奨学 公か らは八田会長 始め、

参 事 や役 口 の方 々で 都合57 名

だき、昨年度とほぼ変わらない志願　▲ 盛り上がるピンゴ大会

者が出ているこ と、そし て奨学 会・参事 会は学校の支えで あ り、今

後も 末永くご協力 を頂 き昭 和学 院か発展 するよう祈念し ている旨 の

お 話があった。 その後、来賓挨 拶として長 谷見習 様よりお 話かあ り、

竹内清海 様の乾杯 の嗇頭 で歓 談に入っ た。 どのテ ーブ ルも豪華な 食

小を前に和やか な雰囲気 の中、 お互い の親交を深 める ように笑い声

が絶えなかった。 そして蒼々 怒親会 の恒 例となっ たビ ンゴ大会では、

豪華景品がJIJ意さ れてい るこ ともあ り、 参加者全員自分 のナ ンバ ー

カードを食い 入るよう に見つ め、あち らこ ちらで「リ ーチ。 「ビ ン

ゴ」の声が会 場にこだ まし た。 まだ まだ楽しい時 間は続 きそうだが、

最後に松丸 勝美 様の中締 めでお 開きとな った。

▲ 理事長・校長・奨学会役員一同
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高校バスケットボール部

12 月23 日～2sH に東京体育 館にて 第46回全国高等学校 バスケット

ポー･・|・ｉ 函li・ ＆ が行 われた。 多くの方 々が応援に 駆けっ けた。

特 に 、 恒 例 と な り つ

つ あ る 野 球 部 に よ る 声

援 は 、 会 場 をll肘LI 一色

に 染 め た。 準 々 決 勝 で

は 福 岡 大 附 属 若 葉 に65

対 句 で 勝 利 し 、 準 決 勝

は 宿 敵 桜 花 学 園 と の 戦

い と な っ た。 試 合 の 結

果 は 、 最 終ピ リ オド で

猛 反 撃 を 見 せ た も の の

惺 か に 及 ば ず 、58 対6,1

゛’と惜敗し た

▲ 準決勝　対桜花学 園

:.2JSi 戦の聖 カタリ ナ女Ｔ 戦

で は序盤 から昭和がリ

－ ドし、チ ーム全員の力で95 対57 と快勝し た。 また、こ の人会を通

して、優秀 選手 として赤穂 ひまわり 選于（2E ） が表彰された。 選

手、 並 びに監督 一関係者 の

皆さん に心 から拍 手を送 り

たい。部長 の山本由哀 選于

（3F ）に話を聞い た。

‾イ ンタ ーハ イでは ３年生

が引 っ張っ てい けなかっ た

という反省 があ りまし た。

そ の 反 省 を 活 か し て 臨 ん だ ・･声曹・●●・・

人 会 で し た。 一 番 印 象 に残
Ｊ

つたのは桜花学園との準決

勝です。前ｔは十分動けま

せんでしたが、後半は気持

"

-

ちが吹っ切 れて､白分たちの　　 ▲ ３位決定戦　対聖カタリナ女 子

一 一 一 - ●

ウィンターカップ　第３位

プレ イがで き、 ２点 差まで 追いつ くこ とがで きまし た。｜ また、 後

輩達に向けて 次の よう に語 った。 「私 たちはこの一年 間、 日本･ を

口指して やっ て きまし た。 日本一 になれなか､つた とい うことは相 于

が 卜だっ たとい うこ とで す。さら なる高 みに登る には今以 上に 自分

たちに厳し くし なければなりません。 来年度は 日本 一になっ て終わ

ってほしいで す。｜

【Ｖｏ ｉｃ ａ】　　　　　 高校バスケットポール部　監督　鈴木親光

本年 度のウ インターカ

ップ は東京体育館で 開催

され、 校長 先生をは じめ

た くさ んの先生方、 保護

者や 生徒の皆さん のご 声

援を いただ き、誠 にあ り

が とうご ざい まし た。 心

よりお 礼申し上げ ますＣ

12月2,1日から試合が 始まり､2同 戦熊 本国府 （78 対60 ）､3回職札

幌|||の予（100 対78 ） に勝利してペ スト ８を決めました。準 々

決勝 では福 大若葉 と対 戦し、前 半は重たい試 合運びで苦 戦を 強

い られましたが、 後半は招和らしい バスケ ット ボールが展 開で

乱 勝つ ことがで きました。

準 決勝 は桜花学園 高校との対戦で した。序 盤か ら桜花学 園に

主導 権を撮 ら れ、苦 しい 試合運 びになり まし た。 が、 ３ク ォー

ターの途中か ら選手 違が思い切り の良いプレ イをし、２点差 ま

で迫り ました。残 念ながら敗れてし まい、全 国制覇の夢 は達 成

で きませんでし た。 翌口は聖 カタリ ナ 高校 との３位決定戦でし

た。 選手達は昨 日の悔しさを晴 らすようにコ ート の巾で精一 杯

のプレ イを 見せて くれました。本年 度最後 の試合で ペンチメ ン

バ ーが令 只出場し て、３位になるこ とがで きまし た。

今年 の悔 しさ を忘 れるこ とな く、ド級生辻 と一 緒に全国制 覇

の目標を達成で きるよう に前進し てい きたい と思います。

春の全国 選抜大命.?.:舗 麺　

巾 学 ・ 高 校 バ ト ン 鄙

{ 第43回バトン} ワーIJング全岡人会jU2 月12日・千葉(li蓼張メ ッ

セ イベ ントホール)に ５年連続で巾 高ともに出場し､銀賞 を獲得した。

【Ｖｏｌｃｅ 】

バトン部 監督　廣瀬真弓

中学は，あと一歩で金賞 と今まで

にない好 成績でし た。初心 者か多い

なかで努力した結果が表れました。

１ ６　 一一一（･

i ｙ 琴 ふ ６

↓ λ･ぶ ご.二 乙．
鳥校生は，最後まで諦めず練習に取　　　　　　 啄，　　　　 －
り組んできました。大会当FI の演技　itilltl:

七

7 管12Jﾔが伝 わって くるものとなり　　l盲7 心 気111 ．, 。ａtl

３ 口 ｓ ａ ４ １ い ● 友 ・ ｓ ．･ｙ ｃ ｒ ｕ ● ｃ Ｉ ろ ４ １ １ ｊ ｊ ａ ｊ
ｇ ● １ ｒ ｙ ｌ ｛

高 校 新 体 操部

７第31［al全 同高等学 校新 体操 選抜大会］（３月19 口～21 日・長野（li

ホワイトリ ンク）に出場す る。塩 屋恵美 子監督は「多 くの 実績を残

した３年生がぬ けた中 で伝 統を守り抜 き、個人・団体 ともに「 令国

優 勝j を 日指 します。演技 から物語や色が伝 わる演技をや りき りた

い ｊと闘志 を見せた。

高 校 体 操 競 技部

‾第32回全 国高等学 校体 操競技 選抜大 会｣(３月21(1 ・金沢 市'総合

体育館) に出場 する。佐布恵 美子監督は｢ 美 しい演技で 高得 点を 目

指します_ と力 強く 語っ た。

高 校 ハ ン ド ポ ー ル 部 男 子 ・ 女 子

「ジ ャパ ネ ッ ト杯 第39 回 令 国 高 等 学 校 ハ ン ド ボ ー ル 選抜 大 会 」

（ ３月24 口 ～29 口・ グ リ ー ン ア リ ー ナ 神戸､ 神 戸 市 々中 央 体 育 館 他 ）

に 、 今 年 も男 女 共 に 出 場 す る ． 女 子 の 里 見 香 代 了老 腎 は 「 １年 生 か

多 い チ ー ム で す が 、 卜級 雌 も 力 を 見 せ て ほ し い と思 っ て い ます ． 団

結 力 で.ll位 を 目 指 し ます 」 と 意 気 込 み を 語っ た ． 山 根 萌 選 于 （2B ）

の 動 き に注 目 し た い ． 男 子 の 池 畑 大 監 督 は 「ベ ス ト ８以 上 を 目 指 し

てｰ--戦･ 繊 悔 い の残 ら ない よ うに 試合 に 臨 み ます」 と意気 込 み を語 っ た

･･ iI-III　･ti･a･7こ･11r-xIJ･･-･ icI　I’････’ゝ 　･I－.･li, ●.･.・... ・　.
高 校 ソ フ ト テ ニ ス 部 男 子 ・ 女 子

「弟41 回全 日 本 高 等 学 校 選 抜 ソ フ ト テこ ス 大 会」（ ３ 月28n ～30 日

・愛 知 県 名 古 犀 市 日 本 ガ イシ ホ ー ル） に 出 場 す る． 太 田1車勝 監 督 は

「初 の ア ベ ッ ク 出場 で す ． チ ー ムの 総 合 力 で 職 っ て き ま す ． 男 女ベ

ス ト8 の壁 を打 破 し ． ベ ス ト４以 上 に入 れ る よう 頑張 っ て き た い と思

い ます 」 と抱 負 を 語 っ た ．

中 学 ソ フ ト テ ニ ス 部

「第27 回都 道府 県 対 抗 全［1 本 中 学 生 大 会］（ ３月26 ～28 日 ・二 重 県

伊 勢 市 営 庭 球場 ） に 出 場 す る 。 「男 子 ４名 一女 了-５名 か 千 葉 県 代 表

と し て 山 場 し ます 。 自 分 た ち の 力 を発 揮 し て 、 卜l位 入賞 を 日指 し た

い と 恩 い ま す 」 と 高 原 良 江 監 督 は 抱 負 を 語 っ た 。 原 人 淵 選 手（2 の り 、

丙| ）|七 海 斗 選 手 （2の3 ） の 勣 き に 注 目 し た い 。

･･､｡4･■●¶』rtg･｡:･11･|X･､rlrll,　 ・｡･●.Ii還■I●.I･･･IXII!･Xiｺ ●､・』●　･:
中 学 バ ス ケ ッ ト ポ ー ル 部 女 子

［東 日本 大 震 災 復 興 支 援 ・ 第291pl 都道 府 県 対 抗 ジ ュ ニ ア バ スケ ッ

于･ポ ー ル大 会2016 ］（3 月28 日 ～30H ・東 京 体 育 館 、 巾 川 市 塩 浜 体 育

館 他 ） に 。 ダ リ ン グ杏 那 選 手 （2 の1 ） 、 松 尾 響 選 手 （2 の1 ） 、 渡 辺

ひ と み選 手 （2 の2 ） が 閃場 す る 。
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高　３　進　路

主な合格大学一覧 （２ｎﾖlﾖａ ）

四年制大学

＜国公立大学＞

千葉保健医療火

＜私で7大学＞

学習院大
明治人

青山学院大
立教大

中央人

法政大
立命館大

成蹊人

成城大

明治学院大
東 京女子 人

日本大

東洋人

駒 移大

専 修大

人束文 化人

東 海大
亜 細亜大

帝京人

跡見学 園女子大

江戸川大

大妻女子 大

学習 院女子大

神 皿外語大

関東学院大
共 立女子人

敬愛 大

国際医療福祉人

国際武道 大

産業 能率大
実践女子人

淑 徳大
順天堂大

城 西人

杏 林大

1一葉工業人

武 蔵大

３

１

１

４

２

４

３

４

２０

１

３

１

２

１

４

４

０

３

３

４

６

０

４

７

３

１

３

１

４

１

４

６

５

１

２

４

６

１

２

５

５

・

０

Ｎ
　
　
　
　
　

Ｎ

Ｎ
¥
　
　
　
　
¥
　

￥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

￥

東京農業人
猫協 人

城Fli国際大
昭和女子人

白百合女子人
駿 河台 大

清泉女 子大

聖徳人

清11大
沈足学園6 一大

玉川大

千葉経 済大

干葉商科大

中央学 院人
帝京科学大

帝 京平成大

桐 蔭横浜人

東京家政学 院大

東 京経 済大
東京工科人

東京工 芸大

東京女 子体育夫

東京福祉人

東邦大

東洋英和女学夫

東洋学園人
尚美学園大

二松学舎人

日本女子体育大

口本体育大

ノーリ レダ ム人
文化学園夫

武蔵野 吝一大

武蔵野人

明 海人
明星大

目自大

山梨学 院大

横浜薬科大

流通経済人
和洋 女子大

多摩大

東京家政人

千葉科学大

Ｈ本薬科大

日 本獣医生命科学

文京学 院大
神奈JII人

輔

7
5
6
6
2
1
1
1
1
1
4
2
7
3
8
3
2
2
4
3

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

１

１

１

７

１

７

２

２

７

２

１

１

１

３

３
・
3
9
1
1
6
4
2
7
1
1
3
6
2

短期大 学

昭和学院短大

青山学院女f 短大
戸板女了一短大

新渡戸文化短

東京農業大脚大部

６

２

１

上

１

専 門 学 校

日 本医 大 府匯 専 門学 校　 １

空 和 看 護 専 門学 校　　　 ］

就　　 職

千葉県警察　 １　　自衛官　 １

株式会社JSS I　　 株ネクステージ

株ならしの健康供楽部カーブス　１

合 格 者 の 横 顔
合格者 に①～ ⑤の質問 をし ました。　 ①クラ ス・

氏名　②現 在までの 合格大学 ⑧努力し たこ と

時間（平日 ・休日） ⑤後輩へのアド バイス

文理 の別・

④平均 学習

0詣 Λ理系　川添仕奈美　②東京理科大学、束京

農業大学、成蹊大学、津田塾大学、③センターま

では科L｣が多かったので効率良く、苦手なものは

重視して勉強するようにしました。センターが終

ってからはひたすら過去問を解いてやり直して、

出来なかった分野の復習のくりかえしでした。

④平 日５～ ６時間 一休H 14 持間　⑤や れぱやるほ ど自分の出来

ない所が分か って きて辛 くなると思い ますが、そこであ きらめ

ずに周り の人達に相談し ながら頑張っ てください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

① ３ Ｂ 文 系　 佐 野 将 海　　 ② 中 央 大 学 一文 学 部 、

③ 問 題 演 習 を 多 く し た 。　 ④ 平 口 ２ 時 間 ・ 休[] ６

時 間　 ⑤ 過 去 問 を 解 く 時 間 を 決 め て 、 な る べ く 多

く 解 く 。

●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

① ３Ｃ 文系　 丸山 大貴　②学習 院人 学 一文学部、 法政人学・ 社

会学 部、束 洋大学 ・社会 学部、 駒瀞大学 一文学 部

③毎日の授業の 予習 と復習をJ' 寧に行い、授 業の

理解 を深 めるこ と。 計両性を もって勉強 するこ と。

④平 日 ､１ ～ ６時問 ・休日9 ～11 時間

⑤日々の授業や小 テストを 通して次如 こ学力 が向

上し まし た。特 に英 語は積 み重 ねることが大 切な

教科なので早い時期から意欲的に取り組みましょう。

先生方からのたくさんのアドバイスが塾やj 愉校に通っていな

い自分にとっては本当に心強く学力向上の手助けとなり、受験

勉強や入試本番でも役に立ちました。

生
平成Z8 年度の生 徒 会 役 員 は昨年の祚E徒会 選挙で 選ば れた人たち

が、校長先 生から任命の 下、 昭和 学院の繁栄 を望 み、 新たな 一歩 を

踏み出し まし た。

会　 長 晋 藤 厚 摩（２Ｂ）

副 会 長 尾 身 葉 月〔２Ｈ〕

神 谷 拓 帆（IL ）

書　 記 赤 津 紗 来〔２Ｈ〕

鐘　　 健去明（IE ）

会　 計 高 木　 諒 〔２Ｋ〕

斉 藤 佐惣佳（IF ）

会引一監斉 小 林 籤 花【２Ｇ】

小 松 里 奈（ １ド）

１月15 日任命式 があ り､新生徒 会が活 動を 開始し ました。今年 度

の拍 負を、生 徒会長 に聞 きまし た。「 今年 の生徒 会では、これ まで

痢 J　6.1
ぞ ；

の先輩方が積み重ねてきた努力を糧に 今まで以上の素晴らしい学

校生活を営めるよう役員一同精進していきたいと思います。生徒会

は皆さんの代表であると共に、皆さんの味方であるということを忘

れないでください。生徒会は皆さんの意見を尊重し、より良い学校

にするため籾一杯取り組

んでいきます。皆さんと

私たち生徒会との交友が

深まれば深まるほど明る

い学校生活甫保証されま

す。ですから、生徒会全

貝か協力して後輩によい

ものを残せるようにして

いきましょう。」
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